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日本農業気象学会東海支部規約

第 1 章  総  則

第 1条  (名 称)  :本 会は日本農業気象学会東海支部とする。

第2条 (目的)  :本 会は農業気象に関する研究をすすめ、その知識の普みをはかり、また地方的問題の解決にも
努力するとともに農業気象学同好者の規陸をはかることを目的とする。

第 3条  (事 務局) :原 則として支部長の所属する機関におく。

第 2 音  事  業

第 4条  (事 業)  :本 会は第 2条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1)総 会 (運営に関する基本的事項、その他重要な会務の審議、および報告)年 1回。

(2)例 会 (研究発表、講演、談話会、見学等)年 2回。

(3)会 誌の発行。

(4)そ の他必要と認める事業。

第 5条  (事 業年度):本 会の事業年度は毎年4月 1日 に始まり3月 31日 に終わる。

第3章  会  則

第 6条  (会員)  :本 会の会員は、愛知 ・岐阜 ・二重 ・静岡の4県 における日本農業気象学会会員ならびに、農業

気象に関心を有する者をもつて組織する。本会への入会を希望するものは、氏名 ・住所 ・職

業 ・勤務先を記入の上、本会事務局に申し込むものとする。

第4章  役  員

第 7条  (役 員)  :本 会に次の役員をおく。

支 部 長    1名      評 議員   4名 (各県 1名 )

会計監査    1名      幹  事    各 県若千名

第8条  (任務)  :

(1)支 部長は支部の会務を総理し支部を代表する。支部長に事故ある時または欠けたときは支部長があらかじめ指名

した評議員または幹事がその職務を代行する。

(2)評 議員は各県の会務のとりまとめを行う。

(3)評 議員及び幹事は幹事会を構成し重要な会務を評議決定する。

(4)会 計監査は本会の会計を監査する。

(5)幹 事は支部長の命令を受け本会の事務を執行する。

第 9条  (選 出)  :

(1)支 部長は評議員の合議により選出される。

(2)評 議員は、愛知 ・岐阜 ・二重 ・静岡の各県毎 1名 を選挙により決める。支部長に選出されたときには補充する。

(3)会 計監査は支部長が会員の中から委嘱する。

(4)幹 事は支部長が会員の中から委嘱する。

第 10条 (任務)  :役 職の任務は2年 とし、重任を妨げない。

第 11条 (解任)  :役 員が東海地方を離れ、またはその職場を退いた場合には自然解任となる。

第 5 章  顧  問

第 12条 (顧問)  :本 会に顧間をおくことができる。顧間は幹事会で承認し、支部長が委嘱する。

第 6 章  会  議

第 13条 (会議)  :本 会には総会と幹事会をおく。

(1)(総会)    :年 1回開催し支部長が招集する。但し臨時に招集することができる。

(2)(幹事会)   :必 要に応 じ支部長が役員を召集する。

第 7 章  会  計

第 14条 (会計年度):本 会の会計年度は事業年度と同じとする。

第 15条 (経費)  :本 会の経費は会員の会費および寄付金などによる。

第 16条 (会費)  :支 部年会費は次のとおり前納とする。
正会員    1,000円

第 17条 (決算)  :会 計の決算は会計年度終了後速やかに監査を経てその後最初に行われる総会に報告 しなければ

ならない。

第8章  そ の 他

第18条       :そ の他は本部会則に準ずる。

第 19条 (会則の改正) :こ の会則の改正は絡会の決議により行う。
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細霧冷房用 VETH線 図作成ソフ トの開発

福田 裕貴 ・林 真紀夫

東海大学開発工学部

Development ofヽ 電TH IVentilation‐ Evapora位 o■
‐Temperature‐ Humidity)

Charting Software for Evaporative Fog Cooling

Yuuki Fukuda and Attakio Hayashi

School of High‐ Technology for Human Welfare,Tokai University

1.は じめに

細霧冷房は、温室内で細かい霧状の

細霧を発生させ、その気化冷却で温室

内気温を低下させる冷房方式である。

気化冷却は物理現象であり、屋外乾球

温度、屋外湿球温度、室内純放射量 (ま

たは室内吸収日射量)、温室換気率お

よび室内蒸発散速度の5条件と温室諮

元が分かれば、計算によって室内気温

および室内相対湿度を推定できる。

ある屋外乾球温度、屋外湿球温度、

室内純放射量の条件における温室換

気率および室内蒸発散量と室内気温

および室内相対湿度の関係を示す

VETH (Ventilation、 Evaporation、

Temperature、Humidity)線 図が三

原 (1980)により考案されている。こ

れを利用することによって、温室換気

率、温室内蒸発散速度、室内気温、室

内相対湿度の関係を線図上で読み取

ることができ、細霧冷房の運転設計を

行なう上で有益である。

しかしながら、ヽ電TH線 図は、温室

外環境 (乾湿球温度、日射量)や 温室

諸元 (放熱比など)が 異なると新たに

作成する必要があり、手作業での対応

は不可能に近い。そこで、ヽ 電TH線 図

を容易に作成できるパソコン用ソフ

トウェア (以下、ヽ電TH線 図作成ソフ

ト)を 開発し、さらに、細霧噴霧量の

算定を行うソフトウェア (以下、細霧

噴霧量算定ソフト)の 開発を行った。

2.ソ フトウェアの開発材料

ソフトウェアは、Mttrosoft Ⅵsual

Basic.netを用い開発した。ソフトウ

ェアの開発には、CelerOn l.80GHz、

メモ リ 5 1 2 M B のパ ソコンと、

任ヽicrosofじ  WVL■dows  XP  Home

Edition SPlの OSを 用いた。

3.VETH線 図作成ソフト

(1)作成手順

電ヽTH線 図では、横軸に相対湿度、

縦軸に温度を目盛る。図中に等換気率

線と等温室内蒸発散速度線が描かれ、

等換気率線と等温室内蒸発散速度線

の交点が室温と相対湿度になる。

この線図は、温室外乾球温度、温室

外湿球温度、温室内吸収日射量、温室

放熱比 (被覆面積/床 面積)、被覆材

熱貫流率、地表伝熱量の値を用いて、

熱収支および水収支の関係式 (三原、

1980)を 利用して作成する。
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まず、ある換気率について、温室内

蒸発散速度が Og・m2.min lの とき

の温室内乾球温度を算定する。次に、

求めた乾球温度における温室内相対

湿度を算定する。温室内乾球温度は、

温室内相対湿度が 100%に 達するまで、

温室内蒸発散速度の値を一定値づつ

増やして計算する。計算に用いる換気

率の値は、利用者が入力する。

上記の算定結果から、横軸を相対湿

度、縦軸を乾球温度とした図上で、各

温室内乾球温度と相対湿度の交点が

定まり、このときの換気率と蒸発散速

度の値も定まる。したがって、図上の

等換気率の点を結ぶことで等換気率

線を、等蒸発散速度の点を結ぶことで

等蒸発散速度線を描くことができる。

(2)機能と特徴

図 1に 電ヽTH線 図作成ソフトの動

作画面を示す。左側が 電ヽTH線 図の

作成に必要なパラメーター値の入力

画面、右側が 電ヽTH線 図の表示画面

である。

電ヽTH線 図作成ソフトは、4通 りの

異なる等換気率線を表示する。表示し

たい換気率は、パラメーター値として

入力する。表示できる等換気率線は、

1.0～22.O m3・m2・ min lの 範囲で

ある。また、表示できる温室内蒸発散

速度は、1～200g・m2.min lの 範

囲である。

4.細 霧噴霧量算定ソフト

(1)作成手順

電ヽTH線 図作成ソフトをさらに拡

張した細霧噴霧量の算定ソフトも作

成した。このソフトでは、温室内外環

境測定値より、熱収支法で温室換気率

をまず求め、次いで、その換気率につ

いての 電ヽTH線 図を作成する。さら

に、細霧冷房を行った場合の目標室温

を入力することで、目標室温を達成す

るための温室内蒸発散速度を求める。

この値から現在の蒸発散速度 (換気率

および温室内外の絶対湿度より計算)

を引くことによって、必要とする細霧

蒸発量を求める。さらに、これを細霧

噴霧量に対する細霧蒸発量の割合 (細

霧蒸発比率)で 除して、細霧噴霧量を

求める。

(2)機能と特徴

図2に細霧噴霧量算定ソフトの動作

画面を示す。左側がパラメータの入力

画面、右側が 電ヽTH線 図の表示、お

よび細霧噴霧量の算定画面である。

細霧噴霧量算定ソフトは、ヽ電TH線

図作成部と細霧噴霧量算定部に分か

れている。ヽ電TH線 図表示後、目標室

温または細霧蒸発比率を変えること

で繰り返し細霧噴霧量の算定が行え

る。

5。 まとめ

今回、ヽ電TH線 図作成ソフト、およ

び細霧噴霧量算定ソフトを開発した。

開発した 電ヽTH線 図作成ソフトを用

いることで、環境条件の変化に対応し

た 電ヽTH線 図が、迅速に作成できる。

また、細霧噴霧量算定ソフトの開発

により、ソフトの使用者が納得の行く

温室内環境を実現するために必要な

細霧噴霧量を容易に求めることがで

きる。これにより、温室管理者の経験

と感によって運転されていた細霧冷
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房を、より理論に基づく運転へと導く

ことができる。また、細霧冷房によっ

て達成可能な温室内の温湿度条件を

換気率および蒸発散速度との関係で

知ることができる。

6. 諦

プログラミングにあたって、鈴木隆

文氏のご助言をいただいた。本研究は

科 学 研 究 費 基 盤 研 究 ●) ( N o .

12556043)に よって行なわれた。ま

た、(株)DIKア グリワーカーズのご援

助をいただいた。各位に感謝する。

引用文献

1)三原 義秋 :冷房、温室設計の基礎

と実際 (三原義秋編著)、養賢堂,160
～169, (1980)
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植物生産情報の標準交換規格 BIX・ppに対応した探索ツ
ールの開発

鈴木隆文 ・星岳彦

東海大学開発工学部

Development ofthe search tool corresponding to exchange standard of plant

production information

Takafulli Suzuki,Takehiko Hoshi

School ofIIigh‐Technology for Human Welfare,Tokai University

1.は じめに

植物生産の高度化、トレ
ーサビリティにお

ける生産履歴情報収集の効率化のためには、

植物生産過程の情報をコンピュ
ータに記

録 ・管理できることが大切である。植物生産

における生産過程の全情報を記録するには、

環境計測 ・制御記録以外にも生産者、生産施

設、生産物の情報や画像、音声情報など様々

な種類の情報を統合的に扱える必要がある。

また、これらの情報を記録するための規格化

も、互換性を高めるために重要である。

本報では、植物生産の情報を統合するため

の規格として提案された Bio lnformation

eXchange for Plant Production(BIX‐ pp)

(星ほか 2003)を 植物生産に影響を及ば

す主要因の探索と生産量予測モデルを作成

するソフトウェア (探索ツール)(鈴 木ほか

2003)に 対応させたことについて報告する。

2.材 料及び方法
・探索ツール

探索ツールは、植物に与えられた環境や生

産者が行なった作業のうち、どの因子のどの

期間が最も日生産量に影響しているか探索

する。次に、変数選択重回帰分析法によって、

日生産量を説明するための最適複数因子を

選択し、この結果を利用して位相事例ベ
ース

モデリング(TCBM)により生産量予測モデ

ルを作成する。

・BIX‐pp

植物生産の情報を統合的に管理するため

に、ある一つの植物生産に関係するすべての

情報を標準的な書式に統
一して単一化し、電

気的に交換する EDIを 図るための規格であ

る BIX・ppが 提案された。BIXいppで は、異

なるデータ構造を統合でき、拡張性やインタ
ーネットとの親和性が高い、XMLと いう言

語が用いられた。

・ソフトウェアの開発環境

探索ツールは,WLcrosofl Visual Studio

6.0を用いて開発及び検証を行なった。ソフ

トウェアの開発及び動作テストには、Intel

Pentium4 1.7GHz、メモリ 512MBの ノヽソ

コ ン  と   ヽ宜croso比 ヽVhdows  2000

Professional SP3のOSを 用いた。

・ソフトウェアのテスト

テストデータには、神奈川県藤沢市のトマ

ト生産施設 (面積 :30001112)から得られた

毎日の生産量、労働時間、気温、日射、相対

湿度、二酸化炭素、EC、 pH、 培地温度の日

平均値、日最高値、日最低値、日較差を用い

た。2000年 12月 22日 から2001年 5月 31

日までの 161日 間のデータを用いた。

テストデータを従来の探索ツールのフォ
ーマット形式 (CSV形 式)と BIX‐pp形 式

で作成した。探索ツールを利用して、探索処

理及び生産量予測モデルを作成した

3.結 果及び考察

図1に BIX‐ppに対応した探索ツ
ールの実

行画面を示した。入カファイルにXML書 式

- 5 -



で書かれた BIX・ppフ ァイルを入力し、必要

なパラメータを指定すれば、従来の探索ツー

ルと同様の結果が得られた (表 1)。テス ト

データは CSV形 式では約 70kB、BIX‐pp形
式では約 600k Bに なった。BIX・pp形 式で

は、XML書 式のタグを入力する必要がある

分ファイルサイズは大きくなったが、テス ト

データを入力してから、生産量予測モデルが

作成されるまでの時間はどちらも約 15分程

度であり、解析時間には差が出なかった。探

索ツールの入カファイル形式にBIX‐ppを対

応させたことで、BIX‐pp形 式で施設の情報

を記録すれば、すぐに探索ツールで解析が可

能になった。

表 1 ツールの探索及び

今後、もしBIX‐ppが 標準的な植物生産過

程の情報記録形式として普及すれば、様々な

ソフトウェアがBIX‐pp入 力形式に対応する

だけで処理が可能になり、過去の生産との比

較や生産の解析などがコンピュータを使っ

てより容易に行なえるようになると考える。

BIX‐ppの 規格はインタ
ーネットで公開され

ており (http://w3mu・tokai acjp/bix・pp/in
dex‐j htm)、ソフトウェア開発の際に入力形

式のひとつとして採用しようという動きも

出てきている。また、探索ツールの機能を部

品化 (DLL化 )し 、他のソフトウェアに容

易に組み込めるようにすることで、植物生産

に影響を及ぼす主要因子の探索機能を組み

モデルの

屋内気温費最低値
屋内日射費平均値
内気温日
3450%

屋内気温費最低値
屋内日射費平均値

3450%

簿寵
F盤
闇瞳灘1曇
:鰭
橘橘|

墨脊弱播轟千網1盟士:!:i母i輪爵:縄播緊憾罫裾緊!縄ま

探索結果データ例

探索ツール 実行画面

図1 探索ツールの実行画面と入出カデータ例の関係

生産量予測モデル出力結果例
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込んだ様々な植物生産用アプリケーション

ソフトウェア開発が可能になると考える。

4。 まとめ

今回、植物生産に影響を及ぼす主要因子の

探索及び生産量予測モデルを作成できる探

索ツールの入カファイルに、BIX‐pp形 式を

対応させた。BIX‐pp形 式の入カファイルで

もこれまでと同様に主要因子の探索及び生

産量予測モデルが作成できた。生産者は

BIX‐pp形 式で過去の植物生産情報を保存し

ておけば、探索ツールを利用することで施設

の情報の解析がいつでも容易に行なえるよ

うになった。

引用文献

1)星岳彦ら.2003.EDIの ための XMLを 用

いた植物生産における情報交換規格の提案.

農業情報研究・12(4).327・336.

2)鈴木隆文ら,2003.植 物生産に影響を及

ばす主要因子の探索するソフトウェアの開

発.農 業情報研究.12(4).307‐314.
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農気東海誌

62号 ,2004

軒高の異なる栽培施設内の温度環境の差異について

細野達夫 ・細井徳夫

野菜茶業研究所

Difference in Thermal Environment among the Greenhouses

w i t h  D i f f e r e n t  E a v e s  H e i g h t s

HOSONO,T.and HOSOI,N.

National lnstilutc ofVegctable and Tea Science

1 は じめに

従来の温室 (軒高 2m程 度)よ りも

軒が高い,Vヽわゆる高軒高温室は,作

物の生育環境や人間の作業環境が好適

に維持できるといわれている。高軒高

温室の温度環境の特徴として期待 され

ていることの一つは,夏 季の高温抑制

である。実際に軒高の違いにより夏季

の温度環境がどの程度違 うのかを明ら

かにするために,夏 季晴天日の内外気

温差について,実 損」データから検討 し

た。

2 対 象施設

下記の 3つ の施設におけるデ
ータを

用いた。いずれもトマ トが栽培されて

いる条件での測定データを用いた。

(1)高 軒高両屋根型硬質プラスチッ

クハウス (以下,「高軒高ハウス」)

。南北棟,2連 棟。軒高4.Om,棟高 6.5m,

床面積 400m2

・天窓 ・側窓 (ガラス)あ り。換気扇

あり。

・各棟の中央付近の3高度 (0.9m,2.Om

および 35m)で 気温 ・湿度を測定。

・トマ トを養液栽培 (東棟),お よび養

液土耕栽培 (西棟)。

(2)普 通軒高両屋根型ガラス温室 (以

下,「普通軒高ガラス温室」)

・南北棟,2連 棟。軒高 2.Om,棟高 4.Om,

床面積 4tXlポ

・天窓 ・側窓あり。換気扇あり。

・東棟の中央付近の 3高 度 (0.5m,2.Om

および 3.Om)で 気温 ・湿度を損」定。

・トマ トを養液栽培 (東棟)。西棟は無

植栽。東棟 と西棟はポ リフィルムに

よつて仕切られている。

(3)普 通軒高ビニルハウス (以下,「普

通軒高ビニルハウス」)

・南北棟 , 7連 棟。軒高 2.Om,棟 (天

頂)高 3.Om,床 面積 10a

・谷問換気 (自動)。側面解放可 (手動)。

換気扇なし。

・ハ ウス内中央付近の高 さ 2.Omで 気

温 ・湿度を測定。

・トマ トを上耕栽培

3 結 果と考察

3.1 夏 季晴天時における気温比較

の例 (その 1 自 然換気時)

- 9 -



図 1に ,夏 季 (初夏)晴 天 日の昼

間における,高 軒高ハウスおよび普

通軒高ビニルハウス内の高さ 2.Omの

気温を比較した結果を示す。気温は

日々異なるので,内 外気温差 (ハウ

ス内気温から外気温を引いた値)で

示してある。高軒高ハウスの換気扇

は稼働していない条件である。また,

トマ トの誘引高さは,高 軒高ハウス

では 2.5～2.8m,普 通軒高ビニルハウ

スでは 2.Omで あつた。午前中早くか

ら換気窓が全開になる条件を想定し

て,当該時刻の外気温が25℃以上,

12時 までの積算 日射量が 10MJ/m2

以上の日の 11:∞～12:00の平均気

温を示している。高さ 2.Omの 気温

で比較 した場合,高 軒高ハウスの方が

普通軒高ビニルハウスよりも有意に気

温が低かつた (約 1.8℃)。なお,図 中

の直線は回帰直線である。内外気温差

と屋外風速との間には相関がある場合

が多いが,図 1の デ
ータの範囲では有

意な相関は見られなかつた。

表 1は ,図 1と 同じデ
ータに高軒高

ハウス内の 3.5mおよび0.9mの気温 (内

外気温差)を 併せて示したものである。

表 1 普 通軒高ハウス内 (高さ 2m)と

高軒高ハウス内各高度における晴

天 ・高温日昼間の内外気温差.

場所 内外気温差

o L
0 1 2 3 4 5
平均風速,m/s(9:00-12:00)

図 1 普 通軒高ハウス内と高軒高ハウス内

(いずれも高さ 2.Om)に おける夏季晴

天 ・高温日昼間の内外気温差.

高軒高ハウス内の 3.5mと 農家ハウス内

の 2.Omの 気温が同程度であった。これ

らのことから,高 軒高ハウスでは,高

度 2mま での空間は,普 通軒高に比較

して低温に維持できると推祭された。

3.2 夏 季晴天時における気温比較

の例 (その2 換 気扇稼働時)

2tX10年 7月 ～8月 の普通軒高ガラス

温室と 2001年 7月 ～8月 の高軒高ハウ

スにおける気温データ (内外気温差)

を比較した (表2)。 トマ トの誘引高さ

は,普 通軒高ガラス温室 (気温測定箇

所)で は 3.Om,高 軒高ハウスでは 3.5m

と,ほ ぼ同様であった。l青天 日という

条件をつけるため,前述の例と同様,12

時までの積算日射量が 10MJ/m2以上の

日の 11:00～12:00の平均気温を比較し

た。いずれの年も,当 該時間帯の外気

温は 25℃以上 (ほとんどの日で 30℃以

４

３

２

１

６
ｏ
雨
ロ
ｌ
ｏ
９
〓
）
ｐ

ふ搬
瞑
ば
ま
電

高軒高内3,5m

高軒高内2.Om

高軒高内0,9m

普通軒高内2.Om

2.96± 0.183

1.47=LO.17b

l.04」LO.20b

3.27二上0.28a

2003年 5月～6月
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上)で あり, 日中は換気窓全開,換 気

扇フル稼働 という条件である。年が異

なるが,内 外気温差を比較しているこ

と,ま た, 2ヶ 月の長期にわたるデー

タであることから,比 較の対象になる

と考えられる。

いずれの施設でも,高 度が高いほど

気温が有意に高くなったが,両 施設の

ほぼ同じ高さで比較 (普通軒高の 3.Om,

2.Omおよび0.5mを,高軒高の3.5m,2,Om

および 0.9mと それぞれ比較)す ると,

下部では有意差が認められた (高軒高

の方が気温が低い)。また,中 間 (高さ

2m)で もやや高軒高の方が内外気温差

が小さい (高軒高の方が気温が低い)

傾向がみられたが,上 部では有意な差

異は認められなかった。

例 1と 同様に,高 軒高ハウスでは,

高度が低い部分で普通軒高の施設より

気温が低い傾向であるが,例 1ほ どは

大きな差異はない。この原因としては,

強制換気による気温低減効果が大きく,

軒高の違いによる効果を覆い隠した可

能性が推祭される。今後,換 気率を評

価して明らかにしたい。

表 2 普 通軒高ガラス温室内と高軒高
ハウス内各高度における夏季 (7月
～8月 )の 晴天日昼間の内外気温差
(℃).
上部,中 間および下部の高さは普
通軒高でそれぞれ 3.Om,2.Omお よ
び 0.5m,高軒高ではそれぞれ 3.5m,
2.Omおよび 0.9mである。

位 置 普通軒高 高軒高

上部  1. 5 9± 0. 1 1  1 . 6 6± 0. 1 0

中間  0, 9 5± 0. 0 7  0 . 7 2± 0. 0 8

下部  0. 7 3± 0. 6 6   0 . 2 2±0. 1 2

4。 まとめ

高軒高による高温抑制の可能性があ

ることが示唆 されたが,植 物が繁茂 し

てない場合はどうか,側 窓のない場合

はどうか,あ るいは各種環境制御装置

による影響はどうか,な ど,種 々の条

件によって状況は異なると推祭 される

ので,気 温測定 と同時に換気率の評価

を行 うなどして,高 軒高による高温抑

制効果があるとすればどのような場合

にどのような機構によるのかを明 らか

にすることが必要であろう。
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農気東海誌

62号 ,2004

葉温が トルコギキョウのロゼットに与える影響

多田幸広 ・柳瀬関三

岐阜県中山間農業技術研究所

Rosettc Formatim ofど クsゎ初αg″″将 s物″ Affectcd by Leaf Tcmperature

Yukihiro Tada,Yanasc Sckizo

Gitt Prefccttral Rcsearch lnsttutc for Agnculmral Scicnccs

in Hllly and Mountainous arcas

1.は じめに

本県高冷地 (飛騨及び郡上地域)に おいて

は、夏期の冷涼な気象条件を活かして トルコ

ギキョウ (どクざゎ″αダ物冴搬/″″)を 中心とし

た切り花の夏秋期栽培が盛んに行われてい

る。

しかし、平成 13年 は 7月 上旬以降 8月 中

旬まで平均気温が 25℃ 前後と平年と比較し

て高温で推移し、夏期出荷作型 (5月 定植)

では早期開花により品質が低下し、秋期出荷

作型 (6月 ～ 7月 定植)に おいてはロゼット

が発生して秋期における生産量が減少した

(第 1図 、第 2図 )。

トルコギキョウのロゼット化は幼苗期にお

ける高温により誘導される。育苗期は集約的

に温度管理が可能なため、夜冷育苗等を行い

ロゼットを回避した苗を本国に定植してい

る。しかし6月 中旬～ 7月 上旬に定植する作

型では、定植後本圃でロゼットが発生するこ

とがある。

トルコギキョウのロゼット化は、昼温 28

/夜 温 23℃ に設定した人工気象室では播種

時期によって抽台株率が変化することから、

温度以外に光強度などが影響していることが

示唆されている
1)。

また培地の乾燥による水ス トレスにより日

中の実温が上昇した結果、 トルコギキョウの

ロゼット化が助長されることが明らかにさ

れ、さらに乾燥強日射条件でも直達光が遮断

されると葉温が低下したことから日射の強弱

がロゼット化に関与していることが示唆され

ている
2)。

本研究では、 トルコギキョウの植物体に温

度差を設定するため、湿潤状態にした培地内

を加温もしくは冷却して、定植後のトルコギ

キョウの業温がロゼット化に及ぼす影響並び

に日射が葉温に及ぼす影響について検討し

た。

30

25

p 2 0

日1 5
ぎl o
5

0

4     5     8     7     8     9     10    11

月

第1図 高 山市における平均気温 (平成 13年)
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第2図 飛 騨地域の秋期 (9月～ 11月)に お

けるトルコギキョウ生産量の推移

2 材 料及び方法

品種は、「キングオブスノー」(サカタのタ

ネ)を 供試した。 5月 6日 に 288穴 セル ト

レイに播種し、換気温度 25℃ に設定した温

室で夜冷育苗 (17時 ～翌朝 8時 、15℃ )を

行 った。育苗培地はメ トロミックス 350

(Scotts―Sに町a)を 用いた。潅水は底面吸水

で行った。

7月 3日 (15節 葉期)に 換気温度 25℃

に設定した温室に設置した高設ベンテ (高さ

80 cm)に 定植した。培地は圧縮ヤシ殻 (コ

コスティック)を 使用した。栽培槽の幅は 10

cm、株間は 10 cmで定植を行い、 1株 当たり

の培地量は約 05リットルとした。潅水には、lo

cm間隔の点滴潅水チューブを 2本 使用 した

(第3図 )。潅水量は日射センサーにより調

整を行い、給水回数は 1日最大 5回 、 1株 当

たり最大 200mlと 培地温度処理期間中は湿

潤状態となるように十分に潅水した。

培地に温度処理を施すため、培地内に口径

9 5 mmのステンレス製パイプを l o cmの深さ

に2本 埋設し、送液日温度を約 35℃ (高温

処理区)及 び約 15℃ (低温処理区)に 設定

した溶液を循環させた。無処理区は溶液の循

環を行わなかった。培地内の温度処理は4週

間 (7月 3日 ～ 31日 )行 った (第1表 )。

7月 9日 (13時、日射量 0.5MJ/m2/h)に、

サーモグラフィ (インフラアイ 2000)で ト

ルコギキョウの植物体及び培地表面の画像を

記録し、データ解析ソフトを用いて第 1節本

葉と培地表面の温度並びに標準偏差を算出し

た。また、7月 7日 6時 (日射量 OMJ ll1 2/h)

及び 13時 (日射量 o3MJ/m2/11)並びに7月

16日 (13時、日射量 2 1MJll1 2/h)に、赤外

線温度計 (Raytck ST60)を用いて第 1節本

葉の葉温及び培地表面温度を損1定した。

ロゼット株率は、温度処理終了後 8週 目(9

月 26日)に 調査を行った。

第 1表  試 験区の設定

試 験 区 名  処 理方法

低温処理区  培 地内に 15℃溶液を循

無 処 理 区  環

高温処理区  培 地内に溶液の循環無し

培地内に 35℃ 溶液を循

環

処理期間 :7月 3日 ～ 31日

第 2表  ロ ゼット株率  (%)

試 験 区 名  ロ ゼット株率

低温処理区

無 処 理 区

高温処理区

∞

００

００

００

（終
）
日
習
＝

0

1 0

5 5

第 3図  定 植方法
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25.6℃ 124」。il″て,

第4図 培地の温度処理と熱画像 (7月 9日 13時、天候 1曇、

A:低 温処理区、B:無 処理区、Ct高 温処理区

第 3表  培 地の温度処理とトルコギキョウの菜温及び培地表面温度

沢1定日時   日 射量(天候)気 温 沢」定 部 位 低 温処理区 無 処 理 区 高 温処理区

7月7日 6R寺 OM」/mクh 202 第 1節 本葉  183主 01 194±02    262± 09

197±02    267± 12(雨) 培 地 表 面  1 8 5 ±0 1

7月7日 131寺 0 3MJ Il12/h 204 第1節 本葉  188± 04

(雨) 培 地 表 面  1 9 0 ±0 4

(℃)

199±03     258± 16

199±05     257± 17

7月9日 13‖寺 05MJ/m2/h

(曇)

2 5 4  第 1節本葉  2 5 6± 0 2

培 地 表 面  2 4 7 ±0 1

283± 08     309± 04

280± 02    319± 06

7月 16日 13日寺 21MJ/m2/h

(8青)

3 0 7  第 1節本葉  3 0 6± 1 1

培 地 表 面  2 6 4 ±1 3

354± 21     464± 24

298± 21     408± 19

第 5図  開 花期におけるトルコギキョウの車姿

A:低 温処理区、B:無 処理区、C:高 温処理区

3 結 果と考察

低日射であった 7月 9日 13時 (天候 i曇、

国射量 05MJ/m2/h)に サーモグラフィを用

いて トルコギキョウの植物体及び培地表面の

熱画像を記録し、温度を算出した (第4図 )。

第 1節本葉の葉温及び培地温度はいずれも高

平均値 土標準偏差

温処理区が最も高く、無処理区、低温処理区

の順となった。高温処理区は第 1節本葉の葉

温が 309℃ であったのに対して、無処理区

は 283℃ 、低温処理区は 256℃ であった。

第 1節本葉の葉温は培地表面温度に近い数値

を示した。 7月 7日 6時 (天候 :雨、日射量
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OMJ/m2/h)及び 13時 (天候 :雨 、 日射量

03MJ/m2れ )に 測定した場合も、第 1節 本

葉の葉温は培地表面温度に近い数値を示した

(第3表 )。
一方、日射量の多かった 7月 16日 13時 (天

候 :晴、日射量 2,lMyポ/h)に第 1節 本葉及

び培地表面温度を測定したところ、高温処理

区は無処理区及び低温処理区より 10℃ 以上

高く、46.4℃となった。どの処理区も本葉第

1節 の葉温は培地表面温度より高くなった

(第3表 )。

ロゼット株率は低温処理区は全株が抽台及

び開花して 0%で あったが、無処理区は 10

%、 高温処理区は 55%で あつた (第2表 、

第 5 図) 。

以上の結果、菓温の相対的な相違によリロ

ゼット株率が変動することから、葉温はトル

コギキョウのロゼット化に影響を与え、高葉

温はロゼット化を助長することが示唆され

た。

葉温に及ぼす環境要因としては、①気温、

②放射、③気流速度及び相対湿度が挙げられ

る
3)。
本研究から、 トルコギキョウは抽台を

開始するまでは葉が培地に接触もしくは近接

しているため、葉温はロゼット感受性の高い

時期には地温の影響が大きいことが明らかに

なった。

さらに、 トルコギキョウの葉温に及ぼす要

因として日射の強弱も挙げられる
4)。
曇天や

雨天及び早朝等低日射条件では、培地表面温

度と薬温の温度差は小さいものの、日射量の

多い晴天時ではその差は大きくなる。 トルコ

ギキョウの第 1節 と第 2節 の本葉は重複せず

地面に対して水平に展開するため、薬温は日

射による影響を受けやすい構造であると考え

られる。

今後は、 トルコギキョウの幼苗期における

植物体の経時的な温度データとロゼット化に

ついて検討を行う。

4.引 用文献
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2(2):89‐92.

3)北 宅善昭 温 度環境のとらえ方 :葉温 と
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4)須 藤憲
一 。今村 仁 ・岡本章秀 1998.

トルコギキ ョウの葉枯れ発生と葉温 との

関連.園 学雑 .67(別 2):376
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人工環境下でのワサビ栽培に関する研究

田中逸夫 ・八木祥絵 ・森亜紀子
・舟橋芳仁 ・藤原雅章十

岐阜大学農学部,ネ (株)フ ォス

Research on Cultivation of Japanese Horseradish under Artiicial Environmennt

ltsuo Tanaka,Sachie Yagi,Akiko Mod,Yoshihito Funahashi and Masaaki Fttiwaraネ

Faculty of Agriculttre,Gitt University, ネ Fodl Co.Ltd

1.は じめに

ワサビは日本原産の数少ない植物の
一つ

であり,栽 培の歴史は非常に古く,ワ サビ

栽培に関する技術の改良や研究も古くから

行われている1~2)。

著者らは従来のワサビ日での栽培の欠点

を克服するためにプラステイックボックス

を用いたワサビ栽培 (httpノ/www.foth.cojp/

参照)の 研究を行っているが,そ の
一環と

してワサビの生育環境を人工的に制御した

栽培法の研究も行っている。この研究は,

以下のような背景 ・理由に基づいて行って

いる。まず第一に,自 然環境下でのワサビ

栽培が抱える問題であり,次 のことが挙げ

られる。

1)生育が遅く,収 穫まで 1年 半から2年 も

かかる (冬 ・夏は特に悪い)。

分白錆病,墨 入れ病,軟 腐病,萎 縮病など

やモンシロチョウの幼虫等による葉の捕食

害など病虫害の発生が多い

3)大雨 ・台風などの自然災害を受けやすい

41年間を通して水温 13℃ 前後のきれいな

湧き水が大量に必要であるために栽培地が

限定される

5)用水掛け流しのため施肥が困難であり,

このことが生育が遅い原因となっている

次にワサビの生育環境である。すなわち,

1)半陰生植物であるため,光 飽和点が低い

2)生育環境として水温 13℃,気 温 15℃程

度が望ましく,根 への十分な酸素供給が必

要である

3)気温 5℃ 以下で生育が停止し,20℃ 以

上では病害が多発する

ことなどである。
一方,ワ サピは根茎,実 ,葉 柄,花 ・花

軸,根 全てが利用され,高 価で取り引きさ

れる。特に根茎は 3tX10～8000円/kgと

高価である。

以上のことから,環 境制御装置を導入し

た施設内栽培を行っても採算性があるので

はないかと考え,完 全制御型ワサビ栽培施

設の開発をめざした研究を開始した。そこ

で今回は,人 工環境下で行ったワサビの生

育調査,特 に生長に及ばす環境要因の影響

について報告する。

2.材 料および方法

実験は,図 1に示したように,三 波長

域発光型蛍光灯,養 液タンク,チ ラ
ーなど

を用いて行った。供試苗の品種はグリ
ーン

サムであり,分 けつ苗または組織培養苗を

用いた。水温は 13℃,気温は,明期 18℃,

暗期 16℃ にし,湿 度,炭 酸ガス濃度は成

り行きとした。養液は大塚化学A処 方を用

いて,各 種の濃度に設定した。各実験の方

法と条件は以下に示すとおりである。

―- 17 -―



図 1 栽 培装置の概要図

図2 ポ ット栽培の様子

実験 1 養 液濃度が生育に及ばす影響

養液濃度を標準濃度 (25mS/cm)の 1/2

区および 1/1o区を設定し, 3号 ポットで

土耕栽培した。養液はパイプに穴を開けて

ポットの上部から供給した (図2)。なお,

用いた株数は各区8株 で生体重約 5gの 分

けつ苗を使用した。

実験 2 日 長が生育に及ばす影響

日長 (明期長)を 16,12,8時間に設定し

た 3区 を設けて実験を行った。光強度

(PPF)ヤよ60 μ mol・m~2日s l で 144 日間

栽培した。養液濃度は標準濃度の 1/5とし

た。栽培方法およびその他の環境条件は実

験 1と同じである。

実験 3 光 強度が生育に及ばす影響

光強度が 120, 90, 40 μ  mo卜m~2日 s l

の 3区 を設け, 日長 12時 間,養 液濃度を

標準濃度の 1/10にして 97日 間栽培した。

栽培方法およびその他の環境条件は実験 ]

と同じである。

実験 4 栽 培様式が生育に及ばす影響

この実験では,従 来の方式を模倣 しボッ

クスに培土をつめ表面から養液を供給する

区 (図 3),前 述の実験 と同じポッ トを用

い養液をポット下部に開けた穴から供給す

る区 (図4)お よび循環式水耕栽培区 (図

5)を 設けて行った。 日長は 12時 間,光

強度 (PPF)ヤ よ 90 μ mOlコm~2.s-1 で 養液

濃度は 1/1 0 ,その他の条件は他の実験 と

同じに設定して行った。

図3 ボ ックス栽培区

図4 ポ ット栽培区
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3。 実験結果および考察

3。1 養 液濃度が生育に及ばす影響

図6, 7に 定植後 95日 目の 1株 当たり

の業数および葉柄長の平均値を示した。

1/2区     1/10区

図6養液濃度が葉数に及ばす影響

1/2区      1/10区

図 7養 液濃度が葉柄長に及ばす影響

養液濃度の上昇により葉数は 5枚 程度の

増加が見 られたが,葉 柄長には顕著な差異

は見 られかった。しかし,低 濃度の場合に

は葉柄が細くなる傾向が見 られた。

図 8に 各部位毎の乾物重の比較を示 し

た。葉柄と菜の乾物重には影響が見 られる

が根および根茎に関しては濃度の影響は見

られない。しかし,実 の生育に見 られる効

果から判断して,さ らに長期間の生育を行

えば根茎や根への影響が現れるのではない

かと考えている。

10  「

1/2区      1/10区

図8 養 液濃度が各部の生育に及ばす影響

3。2 日 長が生育に及ばす影響

図9,10に 定植後 144日 目の 1株当た

りの葉数および葉柄長の平均値を示した。

業数,実柄長ともに同様の傾向が見られ,12

h区 が最大,8h区 が最小となり,16h区 ,

12h区 と8h区 間で有意差が見られた。

図 11に 乾物重の比較を示した。日長が

長いほど根,葉 柄,業 部の生育は促進され

る傾向が見られる。しかし,根 茎に関して

は明確な相異は見られず,12h区 が最も

大きくなる結果が得られた。ジャガイモな

どでは根への転流に日長が影響しており,

ある日長より長くなると転流が抑制される

ので,同 様の影響が現れているのかもしれ

ないが,詳 細は今後検討する必要がある。
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図 9

1 6hEE  1 2hEE   8hEE

日長が葉数に及ばす影響

16hEE  12h距玉   8hEE

図 10 日 長が葉柄長に及ばす影響

3.3 光強度が生育に及ばす影響

図 12,13に定植後 97日 目の 1株 当たり

の業数と葉柄長の平均値を示した。

光強度の増加とともに業数も増加する傾

向が見られたが,何 れの区間においても有

意差は見られなかった。また,葉 柄長にお

いてはほとんど差は見られないが,40区

すなわち光強度 40 μ mo卜m~2.slで は葉

柄の大さが他の区と比べて細く徒長傾向が

見られた。

図 14に 各部の生育結果を乾物重で比較

して示した。地上部の生育は光強度に比例

する傾向が見られるが,地 下部は必ずしも

そうはならず 90区 (90 μ mol・m-2.sl)

の場合が最も大きな値を示した。根の生育

14

12

10

革 8

寵6
4

2

0

120区   90区    40区

図 12 光 強度が葉数に及ばす影響
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図 11 日 長が各部の生育に及ばす影響   図 13 光 強度が葉柄長に及ばす影響
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―- 20 -―



1 2 0  μ m o l 区 9 0  μ m o l 区 4 0  μ m o l 区

図 14 光 強度が各部の生育に及ぼす影響

や根茎肥大すなわち転流に光強度の影響が

あることも示唆されるが,こ の点について

も今後さらに詳細に調べる必要がある。

3.4 栽培様式が苗の生育に及ばす影響

図 15,16に lヶ 月後の苗の実数と葉柄

長の結果を示した。水耕区の葉数は他の 2

区に比べて約 3倍 となった。また,実 柄長

にも有意差が見られた。乾物重測定結果を

図 17に 示した。乾物重についても水耕区

がどの部位においても最も大きな値を示し

ており,特 に葉における相異は著しい。こ

の結果から,水 耕栽培育苗は有効な方法で

あると考えられるが,土 壌への移植後の活

着性などの検討が必要である。

4.終 わ りに

今回報告した実験は,根 茎が十分に肥大

するまでの期間行っていないので,今 後よ

り長期間の栽培実験を行う必要がある。

その中で特に,光 強度,明 期長,養 液濃

度,栽 培様式などが生育と品質に及ぼす影

響の調査ならびにコストパフォーマンスの

検討が重要と考えている。さらに,水 耕育

苗苗の上壌への活着性,光 質が生育 ・品質

に及ばす影響等の検討も行う必要がある。

水梯区 ポ ット区 土 耕区

栽培様式が葉数に及ばす影響

（革
）
革
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劇
揮
辞
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せ
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揺
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図 15

図 16 栽 培様式が葉柄長に及ばす影響

1 . 2
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水耕区 ポット区 土耕区

図 17栽培様式が各部の生長に及ばす影響

引用文献

1)足 立昭三.1995.ワ サビ栽培.秀 潤堂

2)星 谷佳功.2001.ワ サビ栽培から加工

・売り方まで。農文協

（じ
Ｈ
揮
母

翻

ン

水器区 ポ ット区  土 耕区

- 2 1 -



農気東海誌

62号 ,2004

週 3回 の電照と寒締め処理がホウレンソウの生育に与える影響

浜本 浩 ・池田 敬
・鳴津光鑑

(近畿中国四国農業研究センタ
ー)

GrOwth ofSphacll Exposed to 2‐ hour I五ght■Ilg Tlunee lvLdlllghts AヽVeek

and Coldい止どBefore Halvest

Httosh Hamamoto,Takaslll lkeda and Teruaki Shtt■ azu

NatlonalAttic■lltllral Research Center forヽVestem Reぶon

はじめに

筆者らはコ
ードで接続されたソケットと

白熱灯,市 販のウイ
ークリータイマーから

なる簡易な装置を使い、暗期中断の間隔を

数日とることでホウレンソウの抽だい発生

を抑えつつ、生育促進を実現することを試

みており、秋冬作では 1～2日おきの時期中

断処理によって生育が促進され、収穫も早

くなることを示した (浜本ら、2003)。本研

究では、この技術と収穫間近まで生育させ

てから寒気にさらす 「寒締めJ

とよばれる品質向上技術を組み

合わせて、早期収穫かつ収穫物

の高品質、高機有旨性化を図った。

寒締め技術については加藤ら

(1995)、青木 (2001)などの報

告があるが、ハウスホウレンソ

ウを収穫前に寒気に当てること

によって、ビタミンC(ア スコ

ルビン酸)な どの成分が増し、

高品質化を図ることができると

いうものである。

材料および方法

ホウレンソウ
`オーライ

'を

供試し、ガラス室内で栽培した。2002年

10月 21日 に 171六セルトレイに播種し、

本葉出現期に生育の揃った株を栽培用上

(N‐P‐K04‐07・03g=Lter l)を詰めた60

(長さ)× 19(幅 )× 14(深 さ)cmの プ

ランタに約 10 cm間隔で移植し (対照、暗

期中断区とも2プランタずつ)、11月 8日

から電照処理を開始した。

電照処理の方法は、40W白 熱灯 1灯を

使用し、ウイ
ークリータイマーで制往‖して

写真 1 実 験装置
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表 1 試 験期間中の気象環境

期間
温室内気温 (℃) 温室外気温 (℃)

期間最高 最低 期間最高  最 低

平均日射量   日 出一日没

(M」/m2day) (平 均時間 h)

11/7‐29

11/30‐12/9

12/10‐18

365

31

32

3 5

4 5

2

1 7 8

1 3 9

3 6

‐1 9

7 2

4 5

5 4

103

10

9 9

毎週月、水、金曜日の23:00～翌 1:00、作

物を約 l μm01 m2slの 光強度で照射する

こととした (写真 1)。なお、時期中断処理

のプランタのひとつは車丈約 17 cm(収穫

調査 19「1前)で 屋外へ移動して、調査日

まで外気にさらした (電照寒締め区)。

処TEl開始後、草丈について随時計測を行

った。また、12月 9国 に時期中断区の収桂

物と対照区の 1プ ランタについて、上2)1

19日 に電照寒締め区と対照区の収穫物に

ついて、それぞれ車丈、菓数、生体重、乾

物重、茎長、葉色、アスコルビン政含量に

ついて調査した。アスコルビン酸含量は

10%メ タリン酸で抽出後、RQフ レックス

で測定した。

結果および考察

試験期間の気象条件は表 ]の とおりであ

る。温室外は温室内よりもかなり低温に推

移していた。ホウレンソウの車丈仲長は電

無によって促進され (写真 2)、電照区では

収桂期に達するのが対照より lo日 以上早

くなった。しかし、草丈約 17cmの 段階で

に外へ移した電照寒締め区では、外気温が

低いためその後の伸長が著しく彼隈になり、

対照区とほぼ同時期に収穫期に達した (図

上)。12月 91!1の生育調査では、電照区が対

照区に比べて、草丈、菜数、生体重、乾物

重でまさり、車丈以外の面でも生育が促進

されていたことがわかる。電照区ではその

反面、対照区よりも葉色はやや薄く、アス

コルビン酸含量が若千少なかった。電照区

写真2 ホ ウレンソウの外観に対する週3回の電照の影響

左 :対照、右 :週 3回電照
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の茎長は平均 0.5 cllllであつたが、作物は

すでに収穫期に達しており、商品性には問

題ないと考えられる (表2)。

次に12月 9日の電照区、同19日の電照

寒締め区と対照区のデータを比較して、収

穫物についての検討をする。収穫期の株の

業数は対照区が多く、電照区と電照寒締め

区が同程度、重量は生体重、乾物重とも、

対照区と電照寒締め区が同程度で、電照区

では軽くなった。茎長については先に電照

区で商品性に影響しない長さであつたこと

Nov.7     Nov.21 Nov.30

月 日

図 1 各 試験区におけるホウレンソウの草丈の推移

Dec.9     Dec.19

を述べたが、電照寒締め区と対照区は電照

区よりもさらに短く、商品性には全く問題

ない長さであった。葉色は対照区、電照寒

締め区、電照区の順に濃かった。収穫劇の

アスコルビン酸含量については電照区より

対照区でやや高く、電照寒締め区でもっと

も高かった (表2)。

以上をまとめると、秋冬作では週3回の

電照によって生育が促進され、収穫期に達

するのが慣行より 10日 以上早くなるが、

生育途中で冷外気にさらす電照寒締め処理

表2 秋 作ホウレンソウの生育に対する1～ 2日間隔の暗期中断の影響

↓■照収穫
―●―対照

― 電照

百▲・―電照寒締め ズ 鬼
↑
対照、
■照率締め
収穣

ン

草丈en 業 数Z 生 体重o  鞠 物室θ
アスコ此
'ン
酸含量

数 n 業 蟹SPADl
(mg/1岬

対照y

目巨用賢y

187± 0.6   10±0   7.4± 05   0.62± 0.04   0.1± 0.0

243±0.8  11±0  110± 0.9  0,75土α08  0.5± 0.1

466± 0.7

如 . 5±1 . 3

5 4±4

4 3±2

尾押静斡術めX  21.4±0.7  11±0  15.0±1.1  1.62±0.12  0.3±00

対賢R10日後X 22.1±0.5  13±0  16.4±1.9  1.59±0.20  0.2±0.0

47.0±1.0

比 5±0.7

9 0±1

6 1±2

数値は平均土標準誤差 ln-7、アスコルビン駿含量のみn4～ 5)

Z葉 数は長さ2cm以 上の葉の数

y129維

X12.19調査
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では、この早期収穫のメリットが減少する

と考えられる。収穫期の株のボリュームは

電照処理よりも慣行や電照寒締め処理の方

が大きく、葉色は電照や電照寒締め処理に

よって若干薄くなるであろう。アスコルビ

ン酸含量は電照処理で若干減少する傾向が

あるが、収穫前 19日 程度外気を当てるこ

とで顕著に増加する。

本試験での電照寒締め区は寒締めを行わ

ない慣行栽培 G寸照区)と ほぼ同じ収穫期

になった。したがって、寒締めホウレンソ

ウとしての栽培であれば、収穫期間際の大

きさまで電照栽培する分収穫は早まると期

待される。本試験では草丈約 17 cmで寒締

め処理を始めたが、その後生育が著しく緩

慢になったため、処理開始をもう少し遅ら

せて 20 cmを越えてからにし、寒締め期間

を2週間程度に短縮すれば、さらに早く収

穫できたであろう。なお、寒締めホウレン

ソウについて、青木 (2001)は平均気温 4℃

以下の時期に最低 1～2週 間外気に当てる

のが好ましいとしている。したがって、寒

締め処理はこのような条件を満たすことが

できる時期に行う方が高い効果カシ尋られる

ものと思われる。今回はプランタ栽培であ

ったため、寒締め処理のために作物を施設

の外へ移動させたが、実際栽培で'汐 ウヽス

の根!面を開放するなどの手段になろう。

引用文献

青木和彦.2001:寒 締め栽培による高

栄養価ホウレンソウ栽培 農耕と園藝,

882,  104-108.

加藤忠司ら。1995:冬期ハウス栽培ホ

ウレンソウのビタミンC, β ―カロテ

ン, トコフェロールおよびシュウ酸含

有量に対する外気低温の影響 土肥誌

66, 56 3 - 5 6 5 .

浜本 浩 ら.2003:1～ 2日間隔の暗期

中断処理が数種葉菜類の生育に及ばす

影響 園学研,2,307310.

1 )
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産 。学 ・官連携 とはなにか

～～産学官 ・大規模連携の実例から学ぶこと～～

岩 尾  憲  三

名古屋工業大学 共 同研究センター

What is the co■ aboration of industryP umversity and goverIIment?

★ヤ十  ⅥЪat the  real example  of big proJect  ttaches us ヤ 十★

Kenzo lwao

」oint Research CenteL Nagoya lnstitute of Iじ chno10gy

1 は じめに

国公立の試験研究機関や大学が独立行政

法人化されることに伴い、「産学官連携」と

いう十ワードが盛んに聞かれるようになつた。

直接的な意味は、今後、国や自治体からそ

れらの組織に従来どおりの予算配分が困難

になることから、それらの組織の経済的自

立を促すことが主な理由であろうが、その

ことと連動して組織内改革や組織間の洵汰

などの思惑が絡み合い、理解 しにくい状況

を作 り出しているのが実情である。

しかし、産学官連携という目的を単純に

かつ真摯に捉えるならば、国公立の試験研

究機関や大学がこれまで蓄積 してきた 「知

の成果」をいまや国難とも思える日本経済

の窮状を改善し、再生させるための非常に

有効な手段と理解すべきであるし、さらに

強調するならば、もつともつと意欲的に利

用すべきであると筆者は考えている。

そこで、思 うように進まない産学官連携

について、筆者が中部電力の研究所で担当

した身近な実例を通して、基礎研究段階か

ら実用化までの展開の推移と問題点ならび

に課題について分析を試みた結果を報告す

る。

2 産 学官連携研究の実例とその分析

ここでは基礎研究の段階から、中部国際

空港島周辺の藻場造成事業として実用化 ・

ビジネス化するまで、比較的スムーズに発

展した研究を分析対象とする。

本研究は次の 3つ のフェーズからなる。

①基礎研究段階

中部電力が企業として取り組むべき

′ヽ
｀
イオ技術開発の対象として、花や樹木

など一般的な植物′ヽ
°
イオと距離を置いた

特種分野である大型藻類 (アワビ・サ

ザエの主食となるアラメ、カジメ、コ

ンブ科)の ハ`イオ研究に的をしばつた。

その主な理由は、ハ
｀
イオ技術の開発にお

いて他の専門研究機関との競合を避け

ることとした。さらに、その試行錯
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誤の中で、日標達成の見込みが有力視

された組織培養による種首の大量増殖

に進むべき方向をさらに絞 り込み、大

学の研究室と産学協同研究として進め

た。

今の時点で当初の研究を評価するな

らば、試行錯誤の連続で進捗が非常に

遅かつたこと、成果が出ても直接的に

何の役に立つのか必ずしも明確な目標

は無かつたこと、の 2点 が挙げられる。

但し、この段階の研究の特徴として、

経費はほとんどかからなかったことが

特筆できる。6～7年 で再現性が明瞭に

なり、実用技術としての見通しが得ら

れた。

②実証段階

アラメ、カジメの成長帯と呼ばれる

組織のわずかな組織塊から、短期間 (3

～4週 間)で 膨大な数の幼苗が得られ

るため、この技術を近年マスコミなど

で大きく取り上げられるようになつた

海の砂漠化 (磯焼け)の 防止策の
一つ

として活用できないか、その可能性を

自主的に実証することとした。

そこで、関連企業の
一つに、海辺に

立地し構内に狭いながらも実海水が流

入する場所があつたことから、そこに

基盤に着床させた培養種苗 (5～6cm長)

を数十株設置し、成長の過程を観察し

た。後で分かつたことであるが、ここ

の海水の条件が良く予想外に順調な成

長が確認された。

′ヽ
｀
イオ種苗により人為的に藻を栽培で

きたことから、(財)国 際環境技術移転

センターが公募 した共同研究に大規模

人工藻場造成の実証研究として参加す

ることになった (平成 8～13年 )。その

結果、実海域において広範囲に人為的

な藻場を造成する研究を実施すること

ができ、大規模なカジメの海中林を作

ることに成功した。

③実用化 ・ビジネス化段階

上述の実証研究の華々しい成果が内

外に伝わつたことも遠因の一つと思われ

るが、「環境にやさしい空港づくり」を目

指す中部国際空港 (株)が 新 しい空港島

の護岸に沿つて大型藻類による藻場を造

成することを計画され、平成 14年にその

事業への参加が受注コンペの形式で公募

された。

種苗を確保するために、他の海域の自

然群落から採取し、それらを移植する方

法と違って生態系を壊さないで済む′ヽ
・
イオ

種首を利用する手法が高く評価され、造

成域の大半を受注することができた。定

植 した種苗は順調に成育している。

3 検 討および考祭

(1) 「 基礎研究の成果」の重要性

上述の例で明らかなように、海藻の組

織培養は研究としては面白く新規性も明白

であったが、当初それが何の役に立つのか、

必ずしも見通しがあるとは言えない状態で

あった。試行錯誤も予想外に長く続いた。

しかし、結果的にこのようにダイナミック

な展開を見たのは、その成果が確実なもの

であり、利用可能な技術に到達していたか

らだと言える。

このことから、しばしば叫ばれる 「基

礎研究」の必要性については、それがその

場凌ぎの言い逃れにならないための必要条

件として、「基礎研究としての成果」が明ら
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かになつていることが求められる。筆者の

考える 「基礎研究としての成果」とは、

①再現性があり信憑性のある技術に到達し

ていること、②新規性があり紛らわしくな

いこと、③次の展開に活かせること、の3

点であろう。

(2)実 施対応能力 (いわゆる
“
組織の体

力
")の
重要性

基礎的な段階では、予想外に長期化する

ことはしばしば体験されることである。従

つて、この段階で納期が決められた外部資

金に頼ることは、成果に到達する前に息切

れする危険がある。また、状況が目まぐる

しく変化する段階でもあるため、それに対

応するだけの資金的余裕がないと 「失敗」

のレッテルを張られ、支援を打ち切られて

しまう危険もある。この段階は、幸いにし

て経費があまり掛からないため、可能な限

り自力で遂行する必要がある。逆に言えば、

この基礎研究段階に長期間耐えるだけの体

制と資金を確保することは研究を成功させ

るうえでの必要条件である。

(3)ネ ットワークの重要性

新規開発には自前でない多種多様な技術

がしばしば必要となる。必要の都度、外部

力に頼らざるを得ないが、このときに物を

言うのが人脈と呼ばれるものであろう。実

際には、個人同士の範囲を越えて外部の組

織をも動かす必要が生じるが、その力は保

有する情報量と担当者の個人的信用あるい

は信頼であると考えられる。

(4)「 官」の新しい役割とその重要性

筆者が企業の研究所で研究を続けた数十

年間を振返つてみると、大学との共同研究

については、時期による濃淡の差はあつて

も途切れたことはなかつた。いまさら、産

学連携を改めて強調されると非常に違和感

を覚える。

今 日の連携の特徴は言 うまでもなく、

産 。学 ・官連携という新しい手法にあると

考えられる。新 しく 「官」が登場している

点に新規性があるが、一方で、このことが

研究体制の組み立て方について、理解をや

や困難にしている。つまり、「官Jの 参加の

目的がいまひとつ分からない。その点を除

けば、その効用は非常に大きいことを評価

すべきである。まず第 1に 、この経済不況

の中にあつて各方面の研究の有力な資金源

になつていることが挙げられる。次に、基

礎的な研究や技術開発を行 う際のオTノ ラ

イズの手段として内外に分かりやすい、と

いう機能を果している。

産学官連携で研究を進めようとする際に、

しばしば見られる誤解は 「産」、「学」、「官」

の三つの役割を同時に配置しようとするこ

とであろう。その方法が効果的な場合もあ

ろうが、無理が生 じるケースも多い。上述

の例でも、当初は産学連携の形で研究が進

められ、途中から 「官」の支援を得たこと

により大きく飛躍することができた。「産」、

「学」、「官」の組み合わせは、目的により自

在に組み合わせるべきと考える。

また、前述のとおり今回のケースで 「官」

の果たした役割は大きいが、興味深いこと

は 「官」に直接にアクセスした結果ではな

いことである。つまり、「官」の出先機関や

外郭団体の対応が近年充実してきており、

ここで企業からの申し出を受け付け、公的

資金を獲得してくれたことが研究の推進に

大きく貢献した。

このように、個々の企業が事情のよく分

からない 「官」と直接、交渉しなくても大
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農林水産省では、現場に密着した農林水

産分野の試験研究の迅速な推進を図るた

め、平成 14年 度から提案公募型の 「先端

技術を活用した農林水産研究高度化事業」

を実施しています。

平成 16年 度からは、各地方独自の施策

課題に臨機応変に対応するため、研究領域

設定型研究に地方農政局等が自ら研究領域

を設定する地方領域設定型研究を創設する

ことにしています。

研究課題は、産学官連携による研究グル
ープから研究課題を公募し、採択された案

件に対し研究を委託します。

以下、平成 16年 度の事業の概要を説明

させて頂きます。

12 事 業の概郵

(1)目的

本事業は、生産及びこれに関連する流通、

加工等の現場に密着した農林水産分野の試

験研究の迅速な推進を図るため、研究課題

の公募及び研究実施に当たっての産学官連

携の強化により、優れた発想を活かし、先

先端技術 を活用 した農林水産研究高度化事業
一平成16年 度事業の概要一

来島孝泰

農林水産省 農 林水産技術会議事務局 地 域研究課

Research PrdeCt fOr Utilizing Advanced Techn010gies

in Agriculture,Forestry and Fisheries

KITA」 IMA Takayasu

Regional Research Di、 れSiOn

Agriculture,Forestry and Fisheries Research Councll Secretariat

WIinistry of Agriculture,Forestry and Fisheries

端技術等を活用した質の高い試験研究を促

進することを目的としています。

(2)応募対象となる研究課題

本事業は、大きく、「研究領域設定型研

究」と 「地域活性化型研究」の二つの区分

を設定しています。

I 研 究領域設定型研究

農林水産行政上の要請により、緊急性 ・

重要性が高く、試験研究の成果が生産現場

や政策立案に資するものとして毎年度設定

される研究領域に対応した研究課題を対象

とします。 16年 度からは、地方領域設定

型研究の創設により、以下の2つ のタイプ

となります。

① 全 国領域設定型研究

農林水産省が設定する全国ベースでの研

究領域に対応した研究

② 地 方領域設定型研究

地方農政局等が設定する地方ベースでの

研究領域に対応した研究

※ 平 成 16年 度の研究領域は、15年 12

月下旬にホームページ等でお知らせする予

定です。



Ⅱ 地 域活性化型研究

地域における生産現場に由来する技術シ
ーズの活用又は地域ニーズヘの対応を図る

ものであって、その成果の生産現場への早

期普及が見込まれる研究課題を対象とし、

15年 度と同様に3つ タイプを設定してい

ます。

① 独 創的現場シーズ活用型研究

農林漁業者の有する農林水産現場の独創

的な技術シーズを活用し、農林漁業者が参

画する研究

② 地 域競争型研究

地域固有の特産作物等地域資源又は地域

の技術シーズを活用し、地域産業を活性化

する研究

③ 広 域ニーズ ・シーズ対応型研究

複数の地域が抱える共通問題を効果的か

つ効率的に解決するための研究

※ 基 礎的 ・基盤的な研究を研究内容の主

体とすることはできませんのでご留意くだ

さい。

(3)研究期間

研究期間は1課題につき3年以内です。

ただし、この期間に成果を挙げることが困

難と考えられるものは5年以内としていま

す。

(4)応募資格

応募には以下の要件を満たすことが必要

です。

○ 応 募する研究機関は、研究の推進に係

る運営管理等を行う中核機関であること。

中核機関は、以下の①から④のセクターの

うちいずれかの機関であって、少なくとも

1以上の他のセクターの共同機関と共同研

究を行うこと。

独創的現場シーズ活用型研究について

は、必ずセクター④の農林漁協者を中核機

関又は共同機関として含むこと。

セクター① 都 道府県、市町村、公立試

験研究機関

セクター② 大学、大学共同利用機関

セクター③ 独立行政法人、特殊法人、

認可法人

セクター④ 民 間企業、公益法人、協同

組合、農林漁業者

○ 中 核機関には、研究課題の実施に責任

を持ち、これに十分な時間を確保できる研

究総括者をおくこと。

(5)研究課題の公募

平成 16年 度の研究課題の公募は、 16

年 1月から行う予定です。

応募書類の提出先は、社団法人農林水産

技術情報協会です。

(スケジュールや公募に関するに詳しい情

報を記載した応募要領は、ホームページで

お知らせしています。応募書類の様式は、

応募要領の中に記載されており、ホームペ

ージからダウンロードできますので、ご利

用ください。)

(6)研究課題の選定

採択する研究課題は、外部委員が行う書

面審査、ヒアリング審査を踏まえ、農林水

産技術会議が決定します。採択課題の決定

は 16年 4月 下旬の予定です。

審査のポイントは以下のとおりです。

(必要性)
・科学的 ・技術的意義 (研究課題 ・手法の

独創性、革新性、先導性)
。社会的 ・経済的意義 (農林水産分野の生

産及びこれに関連する流通、加工等の現場

におけるエーズからみた重要性)
・事業の趣旨との整合性

(効率性)
・研究計画 ・実施体制の妥当性

(有効性)
・目標の明確性 ・達成可能性
・研究成果の普及性 ・発展性、波及可能性

審査結果 (採択及び不採択)については、

採択課題決定後、速やかに研究総括者にお

知らせします。
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(7)研究の実施方法

採択された研究課題については、農林水

産省が中核機関に委託するとともに、中核

機関が共同機関に再委託することにより研

究を実施します。

中核機関は、国からの委託費として直接

経費 (研究の遂行及び研究成果の取りまと

めに直接必要な経費)・問接経費 (研究の

遂行に関連して間接的に必要とする経費で

直接経費の 30%を 上限として計上可能)
。再委託費を、共同機関は、中核機関から

の再委託費として直接経費 ・間接経費を計

上することができます。

以上が平成 16年 度の事業の概要です。

平成 15年 度は、 389件 (前年 266

件)の 応募をいただき、 54課 題を新規課

題として採択しました。中核機関と共同機

関を含めると、参画機関は延べ 255機 関

にのばります。

平成 16年 度も産学官の研究機関の方々

が連携の下で、多くの研究グループから応

募をいただき、優れた研究成果が生み出さ

れるよう、皆様方の応募をお待ちしていま

す。

なお、本稿の内容については、今後の予

算編成状況に応じて、変更が生じる場合が

ありますのでご了承ください。

また、本事業に関し、ご不明な点があれ

ば、以下にお問い合わせ願います。

○ 農 林水産省 農 林水産技術会議事務局

地域研究課 振 興班

東京都千代日区霞が関 1-2-1

電話  03(3502)8111

内線 5191、  5193

ホームヘ
°―シ
・

http7/www.s,affrc.go.jp/docs/news/

koubo/high.htIItl

O 社 団法人農林水産技術情報協会

研究開発部

東京都中央区日本橋兜町 15-6

製粉会館 6階

電話  03(3667)8931

ホームヘ
°―シ
'httpV/www.afftis.or.jp/
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農気東海誌

62号 ,2004

施設園芸の課題と技術開発のための連携強化

野田正樹

野菜茶業研究所

Present and Perspective of Greenhousc Production and]Extensive Cooperation

for Research and Development

NOGUCHI酌 生asaki

National lnstitute of Vegetable and Tea Science

1.は じめに

わが国における野菜の施設生産は、周

年生産を目的として各種施設・装置の導入

や作期の拡大、新作型の開発等により発

展し、国民に生鮮野菜を周年的に安定供

給するという重要な役割を担うとともに、

その高収益性によって地域農業の活性化

に大きく寄与してきた。

(施設園芸の発展過程〉

昭和 30年 代 ;ビエルハウス利用による

作期の拡大

40年 代 ;ハウスの団地化、集中管

理化 (暖房設備等)

50年 代 ;省エネルギー化 (環境複

合制御)、雨よけハウス、ロック

ウール耕等

平成年代 ;作型の開発(長期どり栽培等)

養液土耕、省力 ・快適化、循環

型施設園芸

しかし、近年の野菜価格の低迷による

農業者の生産意欲の低下、また高齢化や

後継者不足による農業者の減少など、野

菜生産基盤の弱体化が進行する厳しい状

況となっている。この実情を打開し、若

者、後継者に魅力のある施設生産システ

ムを確立するために、わが国の環境立地

条件に適した施設構造と環境制御、生産

性の向上と一層のコス ト低減、さらに作

業環境の快適性改善などの研究の強化が

必要である。これらを総合化 した日本型

施設園芸の構築により、農業 ・社会への

新たな貢献が期待される。

2.施 設園芸の現状

平成 11年 度園芸用施設設置面積 58千

haの うち野菜用は 37千 ha、野菜の延ベ

作付面積は 52千 haに のばっているが、

近年において施設面積伸び率が低下して

きた (図1)。 また、施設野菜作の農家数

は、平成元年をピークとして減少傾向 (222

千戸→ 209千 戸)に あり、その内訳は、

施設規模の大きな農家割合が増えている

ものの、施設収穫面積が 20a未 満の農家

数の減少が大きい(図2)。農家当たりの施

設収穫面積は増加傾向 (ビニルハウス

20.8a→24.7a、ガラス室 27.2a→37.3a)

にあるが、施設の規模は単棟の小型ビニ

ルハウスが主体となっているので、 1棟

の平均面積は 500ぷ前後である。
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施設生産の規模拡大については、経営

規模の拡大と栽培施設の大規模化の 2極

化が見られる。特に、最近では 1棟が l ha

を超える大規模施設が設置されるように

なり、多くの雇用を取 り入れた経営体の

育成も進み始めた (図3)。
一方、野菜作

は高齢者の担い手によって生産のかなり

の部分が支えられており、平成 12年 度に

は施設野菜作従事者の 4割 強を 60歳 以上

の層が占めるという状況になっている (図

4 ) 。

図 1 施 設園芸設置面積の推移

（ざ
）職
封

□39歳以下 口40～

図 3 大 規模施設の設置状況 (板木、2002)

図 2 施 設野菜作の農家数、収穫面積

日経営体数 日設置面積(ha)
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図4 施 設園芸農家の年齢構成
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施設栽培における環境問題については、

過度の連作や化学肥料の過剰投入による

連作障害の発生、硝酸態窒素等の肥料成

分の系外流亡による環境汚染、病害虫防

除における化学農薬への過度の依存、使

用済みプラステック資材等の処理、暖房

のための化石エネルギーの多投入等、環

境負荷に関わる問題が山積している。肥

料成分の系外流亡を土地利用別農業用地

下水の硝酸態窒素濃度でみうと、畑>水

田>林 の順に低下しているが、施設園芸

はこの区分の上位に位置しており、環境

への配慮は特に重要である (図5)。

l ppm以 下 回 ヽ～ 10ppm□ 1 0ppm以 上

林

念   水
田

凶

堅水田畑

呂
‖   畑

集落

頻度 (0/6)

図 5 土 地利用別農業用地下水の硝酸態

窒素濃度 (糠谷ら、1994)

3 .技 術開発目標

農産物の国際競争下において、安全 ・

安心な野菜を安定的に供給するためには、

国産野菜の品質を高めるとともに、栽培

管理の省力 ・軽作業化や生産性の向上を

図り、国際競争力を確保することが重要

な課題である。また、野菜生産がもたら

す環境に対する負荷も大きな問題であり、

消費者に受け入れられ、持続的生産が可

能な生産 ・流通 ・販売システムを確立す

つ必要がある。

わが国農業の中軸として施設園芸が発

展していくためには、農業経営者、作業

労働者、産地 ・地域生活者、消費者から

支持される、高品質 ・安全、低環境負荷、

低コス ト生産が可能な、日本型大規模施

設生産技術を確立することが必要である。

そして、施設園芸の経営的基盤を確固た

るものにするために、施設 ・装置設置コ

ス トを削減、年間の総作業時間を縮減、

使用肥料を節減、農薬を削減するなどの

各目標を達成して、収益性を大幅に向上

させることが求められる。

1)低 コス ト大規模施設の開発と環境制

御の高度化

大規模施設の多くはオランダ等外国の

施設を模倣した構造で、我が国の夏期の

高温 ・多湿の条件では作物の栽培に適 し

ていない。また、大規模施設では、位置

的な違いにより5℃ 前後の温度差が生じ

るのではないかと指摘されている。その

ため、大規模施設内の環境に関する基礎

的データを収集し、より高精度な環境制

御技術の確立が必要とされているが、大

規模施設における高精度環境計測システ

ム構築の困難さから、現在においても十

分な技術確立が行われていない状況にあ

る。わが国の気候立地 (高温多湿、台風

常襲)に 適合した換気効率が高く保温性

のよい低コス ト耐候性ハウスを開発し、

気化冷却等を利用した夏季高温期の低コ

ス ト降温システム等を開発することが喫

緊の課題である。近年、高軒高ハウス、

屋根開放型ハウス等の導入が進んでいる

が、その栽培管理において、作物の生育

に好適で、作業者に快適な環境を創出す

る環境制御技術は、早急に解明すべき課

題である。

2)施 設栽培における省力 ・軽作業 ・高

品質栽培体系の開発

施設野菜の 10a当 たり労働時間は、ナ
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スの約 1,900時間を筆頭に多くの品日で

1,ooO時間以上となっており、施設内の高

温多湿条件下での栽培管理、収穫
・調整

などの作業の省力化が求められている。

そのため、果菜類ではつる下げ作業の省

力化、低段摘心栽培などが行われている

が、施設内作業の
一層の省力化とシステ

ムの確立が必要である。また、わが国の

施設野菜の品種や作型は、今後の大規模

施設に対応して育成
・構築されたもので

はなく、収量 ・品質 ・作業性の観点から、

わが国の気候および大規模生産体系に適

した品種 。作型の検討を早急に行う必要

がある。

また、施設野菜生産は、労働多投入型

であり、機械・装置化が困難な作業が多い

ので、高齢者への対応、新規就農者の確

保のためにも、作業環境 (無理な作業姿

勢、高温による不快感
・体力消耗など)

の改善が求められる。特に、大規模経営

体や家族経営に雇用労力を取 り入れた経

営に転換する場面では、作業環境の快適

性が大きな課題である。

3)施 設園芸における環境負荷低減型生

産技術の開発

安心 ・安全な野菜生産の取 り組みを消

費者に伝え、循環型農業を推進すること

は、今後の施設生産の展開における重要

課題であるが、収益性に反映しないとや

やもすると消極的な対応になる。省エネ

ルギー ・脱化石エネルギ
ーに結びつく技

術、農薬使用量の低減と代替技術、施肥

成分の系外排出抑制と培養液の循環利用

技術、植物残湾の利用技術など、生産性

優先の技術を転換して、環境にやさしく、

社会に受け入れられる生産技術を取 り入

れる必要がある。

施設野菜生産ではエネルギ
ーおよび資

材多投入により生産性と品質向上を達成

してきたが、環境負荷および経済性の両

面から、エネルギ
ーおよび物質の低投入

型生産体系へ早急に切 り替えていく必要

がある。今後、投入エネルギ
ーや物質を

極限まで作物生産に利用し尽くす ことが

理想的で、ゼロエミッション型栽培技術

開発の意義は大きい。しかし、LCAは 着

手したばかりであり、廃液、使用済み資

材、収穫残澄などの低減化と処理方法に

ついて、大型施設向けにシステム化する

必要がある。

4)大 規模施設における生産
。経営支援

システムの開発

施設野菜については、収穫面積が減少

傾向にあるが、施設規模の大きな経営層

での生産割合が大きく上昇してお り、ま

た、雇用型経営の拡大がみられる。
一方、

野菜の販売環境は輸入急増を契機に大き

く異なっており、実需に対応した経営、

販売戦略の構築が強く求められている。

また、企業的農業経営の展開や消費者

への情報発信のために多面的に活用でき

る情報デ
ータベースと IT技 術を、施設

園芸の活性化に向けて積極的に活用して

いくことが喫緊の課題となっている。

4. 連 携強化

21世 紀農業における施設生産の今後

の発展のために、家族経営型営農の規模

拡大とともに、大規模な企業
。法人経営体

をも視野にいれた施設生産システムの技

術開発に取 り組み、ゆとりのある農業経

営の実現を目指すべきである。このため、

産学官関係機関の連携協力を
一層深め、

施設構造
一作物管理

一経営の
一体的 。総

合的な研究を加速して、実規模レベルの

研究開発。実証を集中的に推進する必要が

あり、新たな研究体制の組織化が強く期

待されている。施設園芸に関わる研究
。
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行政機関および企業 ・農業者の活力を結

集し、技術開発を促進するための連携方

策として「共同研究ネットワーク」を立ち

上げ、共同研究による技術開発の活発化

と情報の共有化を図るシステムの構築を

提言したい (図6)。
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支 部  報  告

○平成15年度シンポジウム

シンポジウムは 「～21世紀農業の展開～産学官連携による新しい研究開発体制」のテ
ー

マで、平成15年9月26日(金)、野菜茶業研究所武豊野菜研究拠点 (愛知県知多郡武豊町)に

て開催され、 3つ の講演があった。参加者は32名であった。

①平成15年度総会

平成15年12月5日(金)に、東海大学開発工学部 (沼津市)に て開催され、平成15年度の役

員、平成14年度の事業報告及び会計報告、平成15年度事業計画及び予算が承認された。

①平成15年度研究発表会

平成15年12月5日 (金)に 、東海大学開発工学部 (沼津市)に て開催され、 6題 の研究発

表が行われた。参加者は20名であった。

平成15年度支部役員

支部長

顧問

野田正樹 (野菜茶研 武 豊)

竹園 尊  中 川行夫

庶務幹事   細 野達夫 (野菜茶研 武 豊)

会計幹事   中 野有加 (野菜茶研 武 豊)

編集幹事   岩 尾憲三 (名工大)

幹事  (○ は支部評議員、各県
一名)

愛知県 岩 尾憲三 〇 鈴木茂敏 (名城大) 今 川正弘 (県農総試) 細 野達夫 中 野有加

岐阜県 松 村博行 (県中山間農技研) ① 回中逸夫 宮 川修
一 (以上,岐 阜大)

柳瀬関三 (県農技研) 石 井征亜

静岡県 ○ 林真紀夫 谷 晃 (以上,東 海大) 杉 山和美 (県梢橘試) 谷 博司 (県庁)

二重県 ○ 新庄 彬 梅 崎輝尚 (以上,二 重大) 岡 田邦彦 (野菜茶研)

支部選出本部役員

本部理事   田 中逸夫

本部評議員  新 庄 彬 松 村博行 林 真紀夫

永年功労会員表彰審査委員  細 井徳夫 (野菜茶研 武 豊)

学会賞選考委員  林 真紀夫

本部学会誌編集委員 細 野達夫 (9月まで)、 谷 晃 (9月から)

会員数 :157名 (平成16年1月31日現在)

愛知県 :52名 岐 阜県 :40名 三 重県 :16名 静 岡県 :33名  地 区外 :16名

日本農業気象学会東海支部 校 稿規定

寄稿論文は、所属機関名、著者名、本文、文献の順に記載する。印刷 4項 (400字詰原稿用紙 20枚 、但し図及び表を

含む)ま では支部で負担します。超過項のあるときは 1項 4,tXO円の割合で負担願います。

図は黒で明りょうに書いて下さい。

文献を記載される場合は著者名の性のアルファペット順とし、次のように書いて下さい。

雑誌の場合   著 者名1年号 :表題,雑誌名,巻(号),項

単行本の場合  著 者名1年号 :書名〔発行所,項

原稿は報告後 lヶ月以内に下記編集係苑に送付下さい。

期国内に到着しない論文があると発行期日に差し支えますので十分注意して下さい。なお、著者校正ができませんか

ら、原稿用紙に特に明りょうに書いて下さい。

別刷は50部支部で負担します。

原稿送付先  〒 459 名古屋市緑区大高町字北関山20-1

中部電力電気利用技術研究所
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墨認 謝 潤 馴 艶 嫉 権
直プロファイルを高精度で計測出来
るセンサーです。
キャンベル社のデータ田ガーCR510,
C R 1 0 X , G R 2 3 Xに S D I - 1 2イ ンタ

ーフ

ェースを介してデータロガーのアナロ
グ入カチャンネルを一切使用しない
で多点の水分1直を記録することが出
来ます。
設置はアースオーガーであけた穴に
アクセステューブを挿入しそのチュー

ブにセンサーを挿入します。
アクセスチューブを使用してセンサー

を設置しているので土壌の構造を破
壊することなくセンサーを抜き出して
メインテナンスあるいはセンサTの 交
換をすることが出来ます。

11秒 /セ ンサー (44秒 /プ ロ
ーブ )

センサー周囲10cm(99%)15cm(100%)

| がィィ外各9?■早(ヤイナ▼草得?05甲早】卜景挙70pw‖

il最小器交孟烹r  l 専用オ
ーガー 十 挿入アダプター

!| ア ナログ電圧

025

ゃi品聯………Ⅲl,………押qⅢ…

Sもぉta         oog es β本絆代理店 太陽計器株式会滋

http://wwwttalyokeiki.co』pと

四谷分室
〒160‐0004 東京都新宿区四谷 1‐2・6

アーバンビルサカス5

s e n t e k ④t a l y o k e i k i . c o j p

震雪話 03‐3226‐6682 / FぬごK03‐5363・6230

十o o6%



◎東海物産株式会社
三重県四国市市高角町299フ 番地

下EL(0593)26-3931(代 表 )
FAX(0593)26-6フ 58http://www tokaibussan,com



発行所 :〒470-2351 愛 知県知多郡武豊町字南中根40-1

野菜茶業研究所 武 豊研究拠点内

日本農業気象学会東海支部

郵便振替口座  00840‐4‐26195

UF」銀行 武 豊支店 普 通回座 1571941


